
当院での終末期癌患者の在宅緩和医療

（2024.1～2024.12）



男性 19名 （52歳～88歳）

女性 14名 （57歳～92歳）

年齢分布 男性 女性

60歳以下 2名 2名

60歳代 2名 4名

70歳代 9名 2名

80歳代 6名 5名

90歳以上 1名

1年間の癌患者数



2024年1月1日より2024年12月31日までの1年間に
当院で加療した癌終末期の患者さんは男性19名、女性
14名の計33名でした。前年の49名に比べ大幅に少なく
なっております。コロナ禍対応が終わり、制限はあるもの
の入院患者さんへの面会が可能となったことで、病院で
の療養を選択される患者さんが多くなった事、病院も入
院ベッドに余裕ができたため、比較的長期に病院での療
養が可能となったことがその要因と考えられます。



肺 7名 皮膚 2名

胃・十二指腸 5名 腎・泌尿器 2名

大腸 4名 乳房 1名

胆道・膵 4名 脳・神経 1名

咽喉頭 3名 血液 1名

子宮・卵巣 2名 その他 1名

発生臓器別患者数



発生臓器別でもこれまで同様、肺癌,上部・下部消化
器癌の患者さんが多く、全身のあらゆる癌患者さんの終
末期病態に関わらせていただいております。



紹介元医療機関

県立総合医療センター 23名

山口宇部医療センター 3名

三田尻病院 2名

防府胃腸病院 1名

山口博愛病院 1名

山口赤十字病院 1名

山口大学附属病院 1名

九州大学附属病院 1名



紹介元医療機関は、これまで同様に県立総合医療センターか
らの紹介患者さんが主体でした。
防府市在宅で、山口市、宇部市の病院で治療を継続されてい
た患者さんで、終末期となって通院が困難となったため当院へ
紹介を受けた後、自宅療養されそのまま自宅で看取りとなった
方や、終末期になって防府市内の病院へ当院より紹介し転院先
で看取りとなった方がいらっしゃいました。



在宅療養期間

1ヵ月以内 12名

1～3ヵ月 10名

3～6ヵ月 5名

6～12ヵ月 4名

12ヵ月以上 2名



昨年はいよいよ末期となった際に、病院では面会もできないの
で、とにかく家に帰りたいとの思いで在宅に帰られ数日で看取りと
なった方がいらっしゃいましたが、今年はそのような方はおられま
せんでした。
また、癌そのものの治療は終了し、対症療法のみとなった場合
に、昨年は病院での長期療養は困難な状況でしたので、在宅な
らびに介護施設で療養された方が多くおられましたが、今年はそ
のような方も少なくなっておりました。



転帰

在宅看取り 14名

転院 8名

治療継続中 11名



在宅看取りの場所

自宅 10名

介護施設 4名

(プルメリア)



在宅看取りまでの療養期間

1ヵ月以内 6名

1～3ヵ月 4名

3～6ヵ月 2名

6～12ヵ月 2名



2024年の1年間での当院で看取りを行った患者さんは31名お
られました。そのうちの14名が癌終末期の方々でした。
看取りの場所は自宅での看取りとなった方が10名、サービス付
高齢者向け住宅プルメリアへ入居されそこで看取りとなった方が
4名おられました。
病院での療養が増えたためか、去年に比べ当院で関わらせて
いただいた終末期癌患者さんの総数の減少とともに、看取りした
患者さんも少なくなっておりました。



転院先医療機関

県立総合医療センター 5名

防府胃腸病院 2名

三田尻病院 1名



いよいよ末期になって病状が悪化した際に、突然家族の方から
このような状態となるのであれば在宅での看取りは難しいと申し
出があり、休日や夜間に入院対応していただいた、総合医療セン
ターの救急担当の方々にはいつものことながら感謝しております。
また、本来自院の患者さんではないにもかかわらず、終末期と
なって入院治療を受け入れていただいた防府胃腸病院、三田
尻病院の方々にも大変感謝申し上げます。



氏名
年
齢

性 診断名 紹介元
療養
開始日

療養状況 転帰
死亡場所
/転院先

療養
期間

オピオイド
使用

S.M 84 M 直腸癌 総合医療センター 2023
6/14

自宅療養 死亡
4/8

自宅 10ヵ月 内服
貼付

M.N 73 M 皮膚癌
（有棘細胞癌）

総合医療センター 2023
9/11

自宅 転院 総合医療センター 11ヵ月

S.Y 88 M 肺癌 三田尻病院 2023
10/13

自宅療養 継続 14ヵ月 内服

Y.M 66 F 大腸癌 総合医療センター 2023
10/17

自宅療養後
プルメリア入居

死亡
6/2

プルメリア 8ヵ月 内服
注射

M.T 78 M 肺癌 総合医療センター 2023
10/24

自宅 死亡
1/21

自宅 3ヵ月 貼付
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H.M 59 F 乳癌 総合医療センター 2023
12/9

自宅 継続 13ヵ月

S.M 74 M 上顎癌 総合医療センター 1/31 自宅 死亡
3/4

自宅 1ヵ月 内服
注射

N.F 67 F 大腸癌 総合医療センター 2/3 自宅 転院
2/17

総合医療センター
にて死亡
2/19

2週間

Y.M 82 F 胆管癌 総合医療センター 2/4 自宅療養後
プルメリア入居

死亡
7/24

プルメリア 6ヵ月 内服
注射

Y.F 68 F 子宮平滑筋肉腫 総合医療センター 3/22 自宅 転院
4/22

総合医療センター
にて死亡
4/23

1ヵ月



氏名
年
齢

性 診断名 紹介元
療養
開始日

療養状況 転帰
死亡場所
/転院先

療養
期間

オピオイド
使用

Y.T 52 M 悪性胸膜中皮腫 山口宇部
医療センター

4/1 自宅 転院
4/15

防府胃腸病院
にて死亡

2週間

K.K 65 M 十二指腸癌 総合医療センター 5/1 自宅療養後
プルメリア入居

死亡
5/29

プルメリア 1ヵ月 注射

I.S 57 F 卵巣癌 総合医療センター 5/13 自宅 転院
6/18

総合医療センター
にて死亡

1ヵ月 貼付
内服

M.N 92 F 十二指腸癌 防府胃腸病院 5/13 自宅 転院
6/2

防府胃腸病院
にて死亡

2週間

H.K 74 F 膵臓癌 総合医療センター 5/18 自宅療養
プルメリア入居後
自宅

死亡
8/13

自宅 3ヵ月 内服
点滴



氏名
年
齢

性 診断名 紹介元
療養
開始日

療養状況 転帰
死亡場所
/転院先

療養
期間

オピオイド
使用

M.H 85 F 脳腫瘍
原発不明

総合医療センター 5/29 看多機ショート後
自宅

死亡
8/6

自宅 3ヵ月

Y.K 76 F 胃癌 総合医療センター 5/31 自宅 死亡
6/17

自宅 2週間

N.I 63 M 腎臓癌 山口赤十字病院 6/10 自宅 継続 6ヵ月 内服
貼付

W.H 79 M 膀胱癌 総合医療センター 6/24 自宅 死亡
7/17

自宅 1ヵ月 内服

T.Y 80 F 胃癌 総合医療センター 7/9 自宅 死亡
8/4

自宅 1ヵ月
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S.S 77 M 胃癌 総合医療センター
山口博愛病院

7/31 自宅 継続 5ヵ月

Y.K 83 M 悪性黒色腫 三田尻病院 8/2 自宅 死亡
8/21

自宅 1ヵ月 貼付

A.M 67 F 平滑筋肉腫 九州大学 8/8 自宅 継続 5ヵ月 内服

T.Y 84 F 肺癌 総合医療センター 8/24 プルメリア入居 継続 内服

M.M 88 M 肺癌 山口宇部
医療センター

9/2 自宅 転院
9/10

三田尻病院
にて死亡

1週間
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T.Y 78 M 胆管癌 山口大学附属病院 9/13 自宅 転院
11/17

総合医療センター
にて死亡

2ヵ月 内服

Y.H 73 M 肺癌 総合医療センター 10/13 自宅 死亡
10/30

自宅 2週間

K.K 57 M 大腸癌 総合医療センター 10/15 自宅 継続 3ヵ月 内服

U.K 82 M 咽頭癌 総合医療センター 10/15 プルメリア入居 死亡
11/24

プルメリア 1ヵ月

S.T 82 M 悪性リンパ腫 総合医療センター 11/10 プルメリア入居 継続 2ヵ月



氏名
年
齢

性 診断名 紹介元
療養
開始日

療養状況 転帰
死亡場所
/転院先

療養
期間

オピオイド
使用

M.T 78 M 咽頭癌 総合医療センター 11/11 自宅 継続 2ヵ月

T.K 81 F 膵臓癌 総合医療センター 12/10 プルメリア入居 継続 1ヵ月 貼付

K.T 72 M 肺癌 山口宇部
医療センター

12/17 プルメリア入居 継続 1ヵ月


